
学　　科 募集
人員 選　考　方　法 入学願書

受付期間 試験日 合格発表 試験会場

環 境 政 策 学 科 5
小論文、面接
（環境デザイン学科は小論文に代え作品提出も可）

2/25（月）

～

3/7（金）

3/14
（金）

3/21
（金） 鳥取環境デザイン学科 2

情報システム学科 2

【一般入試C方式】

【センター試験利用入試（2期）】

学　　科 募集
人員 選　考　方　法 入学願書

受付期間 試験日 合格発表 試験会場

環 境 政 策 学 科 6 選択：国語（近代以降の文章のみ）、地理歴史・公民、
数学、理科、外国語（英語にはリスニングを含
む）から高得点の2教科2科目

2/4（月）

～

3/11（火）
ー 3/21

（金） ー環境デザイン学科 3
情報システム学科 3

TOTTORI UNIVERSITY OF ENVIRONMENTAL STUDIES

2008 年度鳥取環境大学入試案内
■応募要領・問い合わせ先　
鳥取環境大学入試広報課 （0857）38-6720
※詳しくは募集要項およびホームページ
（http://www.kankyo-u.ac.jp/）をご覧ください。

種別 団地名 戸数 規格 月額家賃

一般

賀露
5 2DK 26,300 円～ 43,500 円
8 3DK 31,300 円～ 51,900 円

湖山 1 2LDK 28,000 円～ 46,400 円
徳吉 4 3DK 10,800 円～ 25,300 円
気高矢口 1 3DK 29,700 円～ 49,200 円
青谷城山 3 3DK 14,500 円～ 24,800 円

改良 湖山 1 2DK 26,800 円～ 32,500 円

勤労者 青谷城山
1 2DK 30,000 円
1 1K 22,000 円

若者向け グリーンハイツ
あおや 1 2LDK 45,000 円

特賃
旭町 4 3DK 65,000 円
湖山 1 3DK 80,000 円

　入居を希望する人は、所定の申込書に必要事項を
記入のうえ、添付書類を添えて申し込んでください。
■受付期間　２月 15日（金）～ 22日（金）
■申込書配付　建築住宅課（本庁舎１階）／駅南庁

舎総合窓口／各総合支所産業建設課
■申込書提出　建築住宅課（本庁舎１階）／各総合

支所産業建設課
※申込書に添付する書類は、申込者の家族構成、収
入状況、住宅事情などによって異なるため、申込
書を受け取る際に確認ください。添付書類の中に
は取得に日数を要するものもあるので、早めに手
続きしてください。

※駅南庁舎総合窓口は、申込書の配付のみで、必要
な添付書類の説明や申込書の受け付けはできませ
んのでご注意ください。

問い合わせ先　市役所本庁舎建築住宅課 （0857）20-3291

対象者（次の要件を全て満たす人）
●鳥取環境大学に入学する（した）人で、世帯の総所得
金額が一定の基準（右表参照）を満たしていること

●主たる家計支持者が鳥取県内の市町村の住民票に記載
されているか外国人登録原票に登録されていること、
または、主たる家計支持者が単身赴任などで県外にい
る場合は、その扶養家族が県内在住者であること

減免金額
　授業料、実験実習費および施設費を合計した金額の
2分の１を減免します。
減免後の納付額（半期分）

県内出身者に対するの学費減免制度について

問い合わせ先　鳥取環境大学学務課（学生担当）
　　　　　　　 （0857）38-6711

所得基準（参考）

世帯人員
総所得金額

（平成 18年分）
備考

1 人 158 万 9千円未満

7人以上の場合
は、1人増すごと
に 46万 5千円を
加える。

2人 298 万 4千円未満
3人 344 万 9千円未満
4人 391 万 4千円未満
5人 437 万 9千円未満
6人 484 万 4千円未満

※総所得金額は、給与所得者の場合は給与所得控除後の
金額、事業所得者の場合は総収入額から必要経費を控
除した金額をいいます。

環境政策学科 25 万円
環境デザイン学科 32 万 5千円
情報システム学科 32 万 5千円
※入学金 25万円は別途必要

　鳥取市内在住もしくは鳥取市内の高校に在学または
卒業した人が、鳥取大学に入学した場合、「入学奨励金」
として 12万 5千円が鳥取市から交付されます。
　問い合わせ先　市役所本庁舎企画調整課
　　　　　　　　 （0857）20-3153

県内高校生の大学進学機会を増やすため、平成 20年度から授業料などを国公立並みに減免します。

集募 市営住宅入居者
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鳥
取
市
は
昭
和
62
年
に
人
権
尊
重
都

市
の
宣
言
を
行
い
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問

題
の
解
決
と
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

小
地
域
懇
談
会
は
、
一
人
ひ
と
り
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
住
む
み
な
さ
ん
の
協
働
に
よ
っ
て
ま

ち
づ
く
り
が
行
え
る
よ
う
、
一
人
ひ
と

り
が
思
い
を
出
し
て
話
し
合
え
る
場
で

す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
座
談
会
、
学
習

会
、対
話
集
会
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
二
つ
の
地
域
の
小
地
域
懇
談

会
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
マ
選
び
が
ポ
イ
ン
ト

　

…
若
葉
台
の
小
地
域
座
談
会
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若
葉
台
地
区
同
推
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

福ふ
く
い井
正ま
さ
き樹
さ
ん

　

若
葉
台
地
域
は
若
い
街
だ
。
住
民
の

平
均
年
齢
も
他
地
区
と
比
べ
る
と
き
っ

と
若
い
。
し
か
し
、
高
齢
の
人
も
少
な

く
は
な
く
、
人
権
教
育
に
つ
い
て
の
興

味
・
関
心
は
多
様
だ
と
言
え
る
。

　

だ
か
ら
、「
座
談
会
の
テ
ー
マ
は
慎

重
か
つ
大
胆
・
斬
新
を
心
が
け
る
必
要

が
あ
る
」
と
い
う
前
提
を
踏
ま
え
、
今

年
の
テ
ー
マ
は
『
ネ
ッ
ト
社
会
の
人
権

侵
害
』。
小
中
学
生
の
保
護
者
世
代
は

も
と
よ
り
、
広
い
世
代
に
関
心
の
高
い

話
題
だ
。
座
談
会
の
テ
ー
マ
を
し
っ
か

り
広
報
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
チ

ラ
シ
に
概
要
を
書
い
て
全
戸
に
配
布
し

た
。
動
員
は
一
切
な
し
！

　

さ
あ
、
町
内
会
ご
と
に
小
地
域
座
談

会
を
開
催
。
す
る
と
、
今
ま
で
よ
り
参

加
者
が
飛
躍
的
に
多
く
な
っ
た
わ
け
で

は
な
い
し
、
年
齢
層
も
い
つ
も
と
変
わ

ら
な
い
が
、
グ
ル
ー
プ
の
話
し
合
い
で

の
意
見
の
出
方
が
違
う
！ 

促
さ
れ
て

の
意
見
で
は
な
く
て
、
自
ら
積
極
的
に

話
そ
う
と
す
る
人
が
多
い
。
や
は
り
こ

の
テ
ー
マ
に
関
心
の
高
い
人
が
参
加
し

て
い
る
よ
う
だ
。
テ
ー
マ
選
び
が
大
切

な
こ
と
を
痛
感
し
た
。
住
民
の
ニ
ー
ズ

を
つ
か
む
こ
と
、
そ
れ
に
即
応
し
て
テ

ー
マ
を
厳
選
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
関

心
の
あ
る
人
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
無
理
に
動
員
を
か
け
な
い
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
小
地
域

座
談
会
だ
っ
た
。

参
加
型
学
習
を
取
り
入
れ
て
！

　

〜
ま
ず
は
共
感
か
ら
〜

　
　
　

賀
露
地
区
同
推
協
推
進
員

　
　
　
　
　
　
　
　

濱は
ま
な
か中
千ち
か
げ景
さ
ん

　

賀
露
地
区
の
小
地
域
座
談
会
は
、「
人

権
意
識
を
高
め
よ
う
〜
身
の
ま
わ
り
の
人

権
課
題
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は

共
感
か
ら
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
グ
ル

ー
プ
討
議
に
よ
る
参
加
型
学
習
を
行
い
ま

し
た
。
で
き
る
限
り
多
く
の
人
の
意
見
が

聞
け
る
、
多
く
の
人
が
話
せ
る
形
を
と
る

と
い
う
意
図
で
計
画
し
ま
し
た
。

　

身
近
な
事
例
に
つ
い
て
、
参
加
者
が

「
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
思
う
？ 

ど
う
行

動
す
る
？
」
と
い
う
ふ
う
に
考
え
、
相

手
の
意
見
を
受
け
入
れ
な
が
ら
自
分
の

意
見
も
し
っ
か
り
話
す
と
い
う
こ
と
を

進
行
役
が
心
が
け
て
会
を
進
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
分
た
ち
の
中
に

差
別
心
や
偏
見
っ
て
あ
る
よ
ね
。
そ
れ

を
変
え
る
た
め
に
こ
こ
に
来
て
い
る
」

「
子
ど
も
の
結
婚
に
つ
い
て
も
、
人
と
し

て
何
が
大
切
か
考
え
な
け
れ
ば
」
と
い

う
よ
う
な
意
見
が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。

手
法
を
変
え
る
こ
と
で
参
加
す
る
意
義

に
気
付
い
た
人
が
多
く
、
大
き
な
成
果

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

差別のない社会へ

　あらゆる人権問題の
解決と人権尊重のまち
づくりをめざして、住
民学習の要である「小
地域懇談会」が集落単
位で行われています。

あなたのまちの小地域懇談会に
参加してみませんか？

じ ん
け ん

Vol.358
@

シリーズ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
第
２
庁
舎
人
権
教
育
課

　

（
０
８
５
７
）20̶

３
３
７
６

人権教育は私たちのまちづくり
　教育委員会では人権教育基本方針
を策定し、
●自分の大切さとともにほかの人の
大切さを認める

●本来持っている個人の能力を発揮
し、自己実現を図る

●人と人とが豊かにつながり、とも
に生きる

という目標に向かって、家庭・学校・
地域・職場でそれそれが役割を担い
ながら、協働によってまちづくりに
取り組むこととしています。
　小地域懇談会は、さまざまなみな
さんがさまざまな意見を持って住ん
でいる私たちのまちで、市民が地域
社会の一員として人権を尊重した意
見交換ができる場。まさに住民のた
めの住民による集まりです。
　この場の出会いをみなさんの生活
に生かすために、まずは参加してみ
ましょう。
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